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１．電気特定小売供給約款とレートメークの基本的な考え方

◼ 標準的な電気の使用形態を前提に料金を設定しています。

【主なメニュー】
・従量電灯Ａ・Ｂ（ご家庭、商店または事務所等向けメニュー）
・低圧電力（商店、事務所または小規模工場等動力を使用するお客さま向けメニュー）

◼ 契約種別ごとの料金単価は、下記の要素に基づき算定しています。

○ 定額料金制・最低料金制・基本料金制（二部料金制）
定額電灯や公衆街路灯など、需要電力が極めて小規模な需要については定額料金制を、それ以外

の需要については、最低料金制または基本料金と電力量料金を組み合わせた二部料金制を適用。

○ ３段階料金制
生活必需的な使用電力量に相当する第１段階には比較的低廉な料金を、概ね平均的な使用電力量

に相当する第２段階には平均的な料金を、それを超過する第３段階には割高な料金を適用。

○ 季節別料金制
低圧電力等の電力量料金については、夏季の需要を抑制する観点から、季節間格差を考慮して、

夏季とその他季別に設定。

電気特定小売供給約款

レートメークの基本的な考え方
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２．基本料金と電力量料金

◼ 基本料金制（二部料金制）は、kW・kVAに比例する固定的な基本料金と、kWhに比例する電力量料金
の２要素で構成しています。

◼ 固定費および需要家費は、使用電力量の多寡にかかわらず発生する費用という性質上、基本料金でご負担
いただくことが原則と考えますが、使用電力量の少ないお客さまの負担感を考慮して、従来、基本料金だけで
なく電力量料金でもご負担いただいています。

◼ 今回の電気料金の値上げ申請は、燃料費をはじめとする可変費の増加に加え、安定供給等のための電源
投資に伴う固定費の増加を踏まえ、電力量料金および基本料金を値上げさせていただきます。
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【規制部門の原価内訳（2023～2025年度３カ年平均：1,418億円）】

可変費

需要家費

固定費

送配電関連費

電力量料金

基本料金
最低料金



-3-

◼ 今回は、11月25日に認可申請した原価から、燃料費等の採録期間変更に伴い前提を見直し、レベニュー
キャップ制度の導入に伴う変動分も反映した原価に変更して、料金率を試算しました（RC補正後）。

◼ その結果、ご家庭におけるモデルのご使用量（従量電灯Ａ）では、RC補正後の料金は、燃料費調整が
上限に到達している現行料金からは値上げとなりますが、その上限がないと仮定した場合の料金よりも安価
となります。※ただし、燃料費調整の上限がないと仮定した場合の影響は、ご使用量により異なります。

３．今回のレートメークについて

現行 11月25日認可申請

現行の燃料費調整額

現行料金

申請料金

燃料費調整の
上限超過分

燃料費補正後
料金

RC補正後（試算）

燃料費補正により
電力量料金の
値上げ幅縮小

値上げ幅

現行の燃料費調整の上限がなかった場合より安価

RC制度の導入に
伴う変動による増

【ご家庭のモデルのご使用量におけるイメージ（従量電灯Ａ）】

※ 現行料金は認可申請時点の料金であり、現行の燃料費調整額は2022年7月～9月、燃料費調整の上限超過分は2022年11月～2023年1月
の貿易統計価格に基づいて算定した場合のイメージです。

※ RC補正後は、2022年11月～2023年1月の燃料価格および2023年2月分の電力先物価格に基づく卸電力市場価格を前提に再算定し、
レベニューキャップ制度の導入に伴う変動分を反映した原価を基に、試算した料金率で算定したイメージです。

※ 電気・ガス激変緩和対策事業による値引き額は含みません。※ 燃料費調整の上限がないと仮定した場合の影響は、ご使用量により異なります。
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◼ 主な料金メニューにおける値上げ影響額は、以下のとおりです。

４．主な料金メニューの値上げ影響

料金
メニュー

モデル
使用量等

①
現行料金

【 】は燃料費調整

の上限がなかった

場合の料金

②
申請料金

②－①
申請時

値上げ影響額

《 》は

【中段】との比較

③
RC補正後
料金(試算)

③－①

値上げ影響額
燃料費調整の

上限がなかった場合

【下段】との比較

中段：RC影響額

下段：RC以外の影響額

従量
電灯A

月間電力量
260kWh

8,029円

【10,934円】

【10,780円】

10,428円
(+2,399円)

《▲506円》
10,741円

+2,712円

+377円
＋2,335円

▲39円

+377円
▲416円

従量
電灯B

契約容量
15kVA
月間電力量
1,950kWh

68,464円

【90,245円】

【89,095円】

89,979円
(+21,515円)

《▲266円》
91,182円

＋22,718円

+1,738円
＋20,980円

＋2,087円

+1,738円
+349円

低圧
電力

契約電力
8kW
月間電力量
560kWh

20,098円

【26,353円】

【26,022円】

25,554円
(+5,456円)

《▲799円》
26,480円

＋6,382円

+1,038円
+5,344円

＋458円

＋1,038円
▲580円

※ 料金には消費税等相当額および再生可能エネルギー発電促進賦課金（3.45円/kWh）を含み、電気・ガス激変緩和対策事業による値引き額を含みません。
※ 現行料金は、認可申請時点の料金です。
※ 2022年7月～9月の貿易統計価格に基づき、現行料金には燃料費調整額を含み、申請料金には中国電力ネットワーク（株）が定める

託送供給等約款（2022年7月1日実施）の規定に基づく、離島ユニバーサルサービス調整額を含みます。なお、【 】内は、燃料費調整の上限
がなかった場合の料金で、中段が2022年7月～9月、下段が2022年11月～2023年1月の貿易統計価格に基づいて算定しています。

※ 2022年11月～2023年1月の貿易統計価格に基づき、RC補正後料金には中国電力ネットワーク（株）が定める託送供給等約款（2023年
4月1日実施）の規定に基づく、離島ユニバーサルサービス調整額を含みます。

※ 従量電灯A・Bの現行料金には口座振替割引額を含みます。
※ 低圧電力の電力量は夏季196kWh、その他季364kWhとして算定し、現行料金には力率割引額を含みます。
※ 実際の値上げ実施日・料金等は、経済産業大臣の認可を受けて決定されます。
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５．従量電灯Ａにおける３段階料金の設定の考え方

◼ 主にご家庭で電気をご使用のお客さまに契約いただいている従量電灯Aは、ご使用量の増加に伴い電力量
料金単価が上昇する３段階料金制度を採用しています。

◼ 電力量料金について、第１段階料金は、生活に必需的な電気の使用への影響を軽減する観点から値上
げ幅を抑制し、第３段階料金は、省エネルギー推進の観点から、第２段階料金との格差を拡大しています。

23.95円 30.63円 32.75円

（円/kWh）

（kWh）15kWh 120kWh 300kWh

第１段階料金 第２段階料金 第３段階料金

（＋7.91円）
（＋10.80円） （＋11.79円）31.86円

41.43円
44.54円値上げ幅を抑制

電力量料金
現行単価 RC補正後単価

第１段階 0.78
（23.95円）

0.77
（31.86円）

第２段階 1.00
（30.63円）

1.00
（41.43円）

第３段階 1.07
（32.75円）

1.08
（44.54円）

【第２段階料金を１とした場合の第１段階料金および第３段階料金の比率】

※ 1974～2002は税抜、2005以降は消費税等相当額を含みます（2005～2008は消費税率5％、現行料金およびRC補正後料金は消費税率10％）。
※ 1974～2008は燃料費調整単価を除きます。現行単価は認可申請時点の単価で、2022年7月～9月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。

【３段階料金格差の推移】

※ 現行単価は認可申請時点の単価で、2022年7月～9月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。 ※ 単価には、消費税等相当額を含みます。

RC補正後単価

現行単価

改定年 1974 1976 1980 1988 1989 1996 1998 2000 2002 2005 2006 2008 RC補正後
（和暦） (S49) (S51) (S55) (S63) (H元) (H8) (H10) (H12) (H14) (H17) (H18) (H20) 単価

1段 13.10 15.25 23.04 20.98 20.71 19.51 18.73 17.76 17.38 18.06 18.46 19.66 23.95 31.86

2段 16.20 20.15 31.19 28.26 27.89 26.28 25.23 23.92 23.39 24.31 24.84 26.03 30.63 41.43

3段 17.65 22.60 36.14 32.07 30.54 28.78 27.63 26.20 25.50 26.38 26.88 28.06 32.75 44.54

1・2段格差 0.81 0.76 0.74 0.74 0.74 0.74 0.74 0.74 0.74 0.74 0.74 0.76 0.78 0.77

2・3段格差 1.09 1.12 1.16 1.13 1.10 1.10 1.10 1.10 1.09 1.09 1.08 1.08 1.07 1.08

現行単価
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（参考）従量電灯Ａにおける値上げ影響

※ 料金は月額で、消費税等相当額および再生可能エネルギー賦課金（3.45円/kWh）を含み、電気・ガス激変緩和対策事業による値引き額を
含みません。

※ 2022年7月～9月の貿易統計価格に基づき、現行料金には燃料費調整額を含み、申請料金には中国電力ネットワーク（株）が定める
託送供給等約款（2022年7月1日実施）の規定に基づく、離島ユニバーサルサービス調整額を含みます。

※ 2022年11月～2023年1月の貿易統計価格に基づき、RC補正後料金には中国電力ネットワーク（株）が定める託送供給等約款（2023年
4月1日実施）の規定に基づく、離島ユニバーサルサービス調整額を含みます。

※ 現行料金は、認可申請時点の料金で、口座振替割引額を含みます。
※ 実際の値上げ実施日・料金等は、経済産業大臣の認可を受けて決定されます。

１カ月あたりの
ご使用量

現行料金
①

申請料金
②

RC補正後料金
③

値上げ額
※ ( )内は値上げ率

③と①の比較

１００kWh ２，７１０円 ３，５１２円 ３，７５１円
＋１，０４１円

(＋３８．４１%)

２００kWh ５，９８４円 ７，７６２円 ８，０４８円
＋２，０６４円

(＋３４．４９％)

３００kWh ９，３９２円 １２，２０４円 １２，５３６円
＋３，１４４円

(＋３３．４８％)

４００kWh １３，０１２円 １６，９５９円 １７，３３５円
＋４，３２３円

(＋３３．２２％)

５００kWh １６，６３２円 ２１，７１４円 ２２，１３４円
＋５，５０２円

(＋３３．０８％)

６００kWh ２０，２５２円 ２６，４６９円 ２６，９３３円
＋６，６８１円

(＋３２．９９％)
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◼ 固定費は、使用電力量の多寡にかかわらず発生する費用という性質上、基本料金でご負担いただくこと
が原則と考えますが、現行の基本料金では固定費の6割程度しかご負担いただいておらず、残りは電力量
料金でご負担いただいているのが実態です。

◼ この度の申請原価※では、安定供給やカーボンニュートラル推進のための電源投資などに伴い固定費が増
加する中、省エネ・節電の推進などにより使用電力量の減少が想定されており、今後電力量料金により、
安定的に固定費を確保し続けることは難しい状況となっていることから、今回基本料金についても値上げさ
せていただくこととしました。

６．基本料金の設定の考え方

現行単価 申請単価
差

※ ( ) 内は改定率
（参考）申請単価

※RC導入影響を含む

407.00 円/kVA 429.00 円/kVA ＋22.00 円/kVA（＋5％） 453.90 円/kVA

【従量電灯Bにおける基本料金】

【基本料金と固定費の関係】
（今回原価と収入に基づき算定）

454 
263 

964 1,155 

0

500

1000

1500

(億円) 【総原価における固定費および需要家費】

原価

※ 原価の固定費・需要家費には、送配電関連費のうちの基本料金相当を含みます。
※ 収入の基本料金・最低料金には、需要家料金および最低料金にかかる燃料費調整額を含みます。

基本料金は
固定費の

58％

可変費 電力量料金

固定費・需要家費
基本料金・最低料金

収入

2,701 
2,903 

現行原価 燃料費等およびRC補正後原価

（億円）
（億円）

７％増

※ 現行単価は、認可申請時点の単価です。

※ 自己資本比率は1%/年程度改善すると試算しています。
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７．主な契約種別の料金単価
【従量電灯Ａ】

現行単価
①

申請単価
②

RC補正後単価
（試算）

③

改定差 ※( )内は改定率

③-① (③/①-1)

最低料金（円/口） 384.71 496.91 698.81 ＋314.10円 (＋81.6％)

電力量料金
（円/kWh)

１段 23.95 31.39 31.86 +7.91円 (+33.0％)

２段 30.63 40.95 41.43 ＋10.80円 (+35.3％)

３段 32.75 44.08 44.54 ＋11.79円 (+36.0％)

【低圧電力】

現行単価
①

申請単価
②

RC補正後単価
（試算）

③

改定差 ※( )内は改定率

③-① (③/①-1)

基本料金（円/kW） 1,111.00 1,110.45 1,202.85 +91.85円 (+8.3％)

電力量料金
（円/kWh)

夏季 18.20 27.95 28.31 +10.11円 (+55.5％)

その他季 16.91 25.41 25.76 +8.85円 (+52.3％)

※ 現行単価は、認可申請時点の単価で、2022年7月～9月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。
※ 単価には、消費税等相当額を含みます。

【従量電灯Ｂ】

現行単価
①

申請単価
②

RC補正後単価
（試算）

③

改定差 ※( )内は改定率

③-① (③/①-1)

基本料金（円/kVA） 407.00 429.00 453.90 +46.90円 (+11.5％)

電力量料金
（円/kWh)

１段 21.26 28.42 28.89 +7.63円 (+35.9％)

２段 27.35 37.54 38.02 +10.67円 (+39.0％)

３段 29.22 40.37 40.81 +11.59円 (+39.7％)
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８－１．料金収入の想定（従量電灯A）

◼ 料金収入 ＝ 最低料金 ＋ 電力量料金

⚫ 最低料金
延べ口数 × 約款単価（最低料金）
※ 実際の最低料金収入は、検針期間中の新規契約・契約廃止による日割計算などにより、理論値（上記算定式）

どおりとはならないため、至近３カ年実績により補正しています。

⚫ 電力量料金
１段料金適用電力量 × １段約款単価 ＋ ２段料金適用電力量 × ２段約款単価
＋３段料金適用電力量 × ３段約款単価

⚫ １段料金適用電力量、２段料金適用電力量、３段料金適用電力量

【段階別電力量構成比および原単位】 （単位：％、kWh/口）

2023年度 2024年度 2025年度

構成比

１段
（最低使用量を含む）

45.08％ 46.13％ 47.99％

２段 35.76％ 35.68％ 35.71％

３段 19.16％ 18.19％ 16.30％

原単位 204.7 199.3 190.6

段階別電力量構成比は、全体の使用電力量の多寡に連動します。例えば、３段料金適用電力量の比率は、全
体の使用電力量が大きいと高まります。そのため、至近の段階別原単位と全体の原単位（kWh/口）との回帰分
析により段階別電力量構成比を想定しました。
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８－２．料金収入の想定（低圧電力）

◼ 料金収入 ＝ 基本料金 ＋ 電力量料金

⚫ 基本料金

延べ契約電力 × 約款単価
※ 実際の基本料金収入は、検針期間中の新規契約・契約廃止による日割計算などにより、理論値（上記算定式）

どおりとはならないため、至近実績により補正しています。

⚫ 電力量料金
夏季使用電力量 × 夏季約款単価 ＋ その他季使用電力量 × その他季約款単価

⚫ 季節別使用電力量

至近３カ年平均の電力量構成比で配分しています。

【季節別電力量構成比】

2023年度 2024年度 2025年度

夏季 28.76％ 29.34％ 29.09％

その他季 71.24％ 70.66％ 70.91％
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９．料金以外の供給条件の主な見直し

◼ 現行の供給条件では、低圧電力をはじめとする電力契約を対象に、電気の使用効率を評価する制度として、力率85％
を上回る場合は基本料金を5％割引し、85％を下回る場合は基本料金を5％割増しする力率割引・割増制度を導入
しています。

◼ 現状においては、コンデンサ内蔵機器がほとんどであることや、託送供給等約款では、低圧供給に力率割引・割増しが
規定されていないことから、この料金制度を廃止し、力率割引相当を織り込んだ基本料金を設定します。

◼ 現行の供給条件では、従量電灯A・Bのお客さまにおいて、口座振替かつ初回振替（検針日の９日後）でお支払いいた
だいた場合に、翌月料金から55円の割引を行っています。

◼ 近年では、口座振替や振込払いのほか、クレジットカード払いやスマートフォンによる決済など、電気料金のお支払方法が
多様化していることから、これまで口座振替で電気料金をお支払いのお客さまに限って適用していた割引を廃止し、口座振
替割引相当額を織り込んだ料金を設定しています。

◼ 現行の供給条件では、自然災害に伴う送配電設備の故障や設備保全工事等による停電など、一般送配電事業者の
都合によりお客さまの電気の使用が制限または中止される場合に、その1日につき基本料金等を4%割引しています。

◼ 2020年4月以降、送配電設備の保安を一般送配電事業者が行っていることなどから、制限中止割引を廃止し、制限中
止割引相当額を織り込んだ料金を設定しています。

制限中止割引の廃止

力率割引・割増しの廃止

口座振替割引の廃止

◼ 料金以外の供給条件について、今日的な見直しを行います。
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10．お客さまへのご説明

◼ 見直しにあたりましては、当社ホームページにおいて詳細かつタイムリーな情報提供をさせていただくとともに、
検針時に配付するお知らせなどを活用し、お客さま訪問時など、お客さまとのあらゆる接点において、丁寧に
説明しております。

◼ 更に、見直しに関するお問い合わせ窓口（専用フリーダイヤル）を設置し、お客さまからのお問い合わせに
対し丁寧に対応しております。

◼ 自治体さま、経済団体さま、消費者団体さまなどには、個別に訪問のうえ丁寧に説明しております。

ご契約中のお客さま

○ ご家庭などのお客さまに対しては、検針時に配付するお知らせなどを活用し、本見直しについて
わかりやすくお知らせしております。

○ 当社ホームページに本見直しに関するコーナーを設け、詳細かつタイムリーな情報提供に努めて
います。

お問い合わせへの対応

○ 本見直しに関するお客さまからのお問い合わせについては、専用のフリーダイヤルで丁寧にお答
えしております。

○ 日常業務でお会いするお客さまに対しても、チラシなどを活用し、丁寧に説明しております。

各種団体などの皆さま
○ 自治体、経済団体、消費者団体などの皆さまには、ご訪問などを通じて丁寧な説明を実施し

ております。

〈電気料金値上げ申請に関する専用ダイヤル〉 0120-120-677

◆受付時間 9:00 ～ 20:00（ 12月29日 ～ 1月3日を除く ）

〈電気料金値上げに関するホームページ〉 https://www.energia-support.com/pricerevision/

値上げに関する
ホームページ

お問い合わせ窓口
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（参考）「冬の節電プログラム」のご紹介

実施期間 ２０２２年１２月１日（木）～２０２３年３月３１日（金）

申込期間 ２０２２年１１月１日（火）～２０２３年１月３１日（火）

プログラム
内容

（１）国の補助事業による参加特典

申込期間中に参加申し込みをされたお客さまに、特典を進呈

2,000円相当のデジタルセレクトギフト（契約単位）

（２）国の補助事業による達成特典

前年同月の使用量と比べ３％以上の節電を達成されたお客さまに、達成月ごとに特典を進呈

1,000円相当のデジタルセレクトギフト（契約単位）

（３）当社からの抽選特典

前年同月の使用量と比べ３％以上の節電を達成されたお客さまの中から、抽選で特典を進呈

特典（デジタルセレクトギフト） 当選者数

30,000円相当 20名様

5,000円相当 200名様

1,000円相当 2,000名様

（注）高圧・特別高圧のお客さま向けの節電プログラムも実施。 https://biz.energia.co.jp/campaign/2022savingenergy/index.html

［WEBページはこちら］

2022年度「冬の節電プログラム（低圧のお客さま向け）」概要

◼ ２０２２年度冬季は、従量電灯Aなどの規制料金メニューのお客さまおよび自由料金メニューのお客さま
を対象に、国の補助事業※を活用した「冬の節電プログラム」を実施しました。

◼ なお、今年度以降においても、節電に取り組んでいただいたお客さまに対して特典を進呈する「節電プログラ
ム」の実施を検討しています。 ※ 経済産業省「電気利用効率化促進事業」

https://biz.energia.co.jp/campaign/2022savingenergy/index.html
https://www.energia-support.com/campaign/2022savingenergy/index.html
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◼ 当社ホームページで、お客さまのご負担軽減につながる、ご家庭で取り組める「節電・省エネの方法」など、
お役立ち情報を紹介しています。

（参考）省エネお役立ち情報のご紹介

家電と省エネ
省エネ家電の選び方や、最新家電の
省エネ性について紹介しています。

省エネひと工夫

家庭で簡単にできる省エネ方法を、家電
別に分けて紹介しています。
また、年間の節約金額を試算いただける
「ご家庭の省エネチェックシート」を掲載し
ています。

暮らしに役立つ
省エネ豆知識

暮らしに役立つ省エネの豆知識を紹介
しています。

省エネお役立ち
情報はこちら

（ホームページイメージ）ホームページで紹介している省エネお役立ち情報

https://www.energia-support.com/support/shoene/
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（参考）料金メニューの概要①

【定額電灯】

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

需要家料金 1契約 104.50円 110.00円 110.00円

電灯料金

10Wまで 1灯 79.02円 103.40円 107.89円

10Wをこえ20Wまで 1灯 134.97円 180.40円 189.38円

20Wをこえ40Wまで 1灯 249.01円 334.40円 352.35円

40Wをこえ60Wまで 1灯 361.97円 488.40円 515.34円

60Wをこえ100Wまで 1灯 588.95円 796.40円 841.28円

100Wをこえ50Wまでごとに 1灯 295.05円 398.20円 420.65円

小型機器料金

50VAまで 1機器 265.52円 350.90円 364.30円

50VAをこえ100VAまで 1機器 446.30円 589.60円 616.42円

100VAをこえ50VAまでごとに 1機器 223.72円 294.80円 308.20円

・ 電 灯 ： 白熱電球、けい光灯、ネオン管灯、水銀灯等の照明用電気機器

・ 小型機器 ： 主として住宅、店舗、事務所等において単相で使用される電灯以外の低圧の電気機器（ただし、電灯と併用できないものは除く。）

・ 動 力 ： 電灯、小型機器以外の電気機器

※ 現行単価は、認可申請時点の単価です。

※ 電灯料金および小型機器料金の現行単価には、2022年７月～2022年９月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。
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（参考）料金メニューの概要②

【従量電灯A】

【従量電灯B】

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

最低料金 最初の15kWhまで 1契約 384.71円 496.91円 698.81円

電力量料金

15kWhをこえ120kWhまで 1kWh 23.95円 31.39円 31.86円

120kWhをこえ300kWhまで 1kWh 30.63円 40.95円 41.43円

300kWh超過 1kWh 32.75円 44.08円 44.54円

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

基本料金 1kVA 407.00円 429.00円 453.90円

電力量料金

最初の120kWhまで 1kWh 21.26円 28.42円 28.89円

120kWhをこえ300kWhまで 1kWh 27.35円 37.54円 38.02円

300kWh超過 1kWh 29.22円 40.37円 40.81円

※ 現行単価は、認可申請時点の単価です。

※ 最低料金および電力量料金の現行単価には、2022年７月～2022年９月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。
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（参考）料金メニューの概要③

【臨時電灯】
⚫ 臨時電灯A

⚫ 臨時電灯B

⚫ 臨時電灯C

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

総容量

50VAまで 1契約1日 8.81円 11.66円 12.08円

50VAをこえ100VAまで 1契約1日 17.62円 23.32円 24.12円

100VAをこえ500VAまでの場合
100VAまでごとに

1契約1日 17.62円 23.32円 24.12円

500VAをこえ1kVAまで 1契約1日 176.11円 233.20円 241.32円

1kVAをこえ3kVAまでの場合
1kVAまでごとに

1契約1日 176.11円 233.20円 241.32円

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

最低料金 最初の15kWhまで 1契約 561.81円 759.00円 947.21円

電力量料金 15kWh超過 1kWh 35.69円 48.49円 49.02円

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

基本料金 1kVA 451.00円 471.90円 533.61円

電力量料金 1kWh 31.80円 44.41円 44.94円

※ 現行単価は、認可申請時点の単価です。

※ 総容量ごとの料金、最低料金および電力量料金の現行単価には、2022年７月～2022年９月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。



-18-
（参考）料金メニューの概要④

【公衆街路灯】
⚫ 公衆街路灯A

⚫ 公衆街路灯B

⚫ 公衆街路灯C

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

需要家料金 1契約 99.00円 104.50円 104.50円

電灯料金

10Wまで 1灯 73.52円 97.90円 102.39円

10Wをこえ20Wまで 1灯 128.37円 171.60円 180.58円

20Wをこえ40Wまで 1灯 236.91円 320.10円 338.05円

40Wをこえ60Wまで 1灯 344.37円 467.50円 494.44円

60Wをこえ100Wまで 1灯 561.45円 763.40円 808.28円

100Wをこえ50Wまでごとに 1灯 280.75円 381.70円 404.15円

小型機器料金

50VAまで 1機器 250.12円 336.60円 350.00円

50VAをこえ100VAまで 1機器 423.20円 566.50円 593.32円

100VAをこえ50VAまでごとに 1機器 211.62円 283.80円 297.20円

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

最低料金 最初の15kWhまで 1契約 352.81円 478.50円 680.08円

電力量料金 15kWh超過 1kWh 22.67円 30.14円 30.60円

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

基本料金 1kVA 368.50円 412.50円 415.40円

電力量料金 1kWh 20.35円 27.29円 27.75円

※ 現行単価は、認可申請時点の単価です。
※ 電灯料金、小型機器料金、最低料金および電力量料金の現行単価には、2022年７月～2022年９月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。
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（参考）料金メニューの概要⑤

【低圧電力】

【臨時電力】

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

基本料金 1kW 1,111.00円 1,110.45円 1,202.85円

電力量
料金

夏季（７月～９月） 1kWh 18.20円 27.95円 28.31円

その他季（４～６月、10～３月） 1kWh 16.91円 25.41円 25.76円

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

定額制供給 1kW1日 217.85円 334.40円 347.00円

従
量
制
供
給

基本料金 1kW 低圧電力の該当料金の20％割増し

電力量
料金

夏季（７月～９月） 1kWh 21.04円 33.54円 34.03円

その他季（４～６月、10～３月） 1kWh 19.56円 30.49円 30.95円

【農事用電力Ａ（かんがい排水需要）】

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

基本料金 1kW 770.00円 769.62円 862.02円

電力量
料金

夏季（７月～９月） 1kWh 14.01円 21.64円 22.01円

その他季（４～６月、10～３月） 1kWh 13.08円 19.67円 20.02円

※ 現行単価は、認可申請時点の単価です。

※ 電力量料金および定額制供給の料金の現行単価には、2022年７月～2022年９月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。
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（参考）料金メニューの概要⑥

【農事用電力Ｂ（脱穀調整需要）】

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

定額制
供給

最初の30日
まで

0.5kW 1契約 3,883.75円 5,505.50円 5,568.59円

1kW 1契約 5,671.40円 7,914.50円 8,040.38円

2kW 1契約 9,323.91円 12,848.00円 13,100.09円

3kW 1契約 13,004.31円 17,820.00円 18,197.97円

4kW 1契約 15,651.34円 21,263.00円 21,766.86円

5kW 1契約 18,309.04円 24,728.00円 25,358.36円

30日超過
１日につき

0.5kW 1契約 40.06円 49.50円 51.60円

1kW 1契約 62.92円 77.00円 81.19円

2kW 1契約 136.56円 170.50円 178.90円

3kW 1契約 208.07円 258.50円 271.10円

4kW 1契約 287.13円 363.00円 379.80円

5kW 1契約 362.96円 456.50円 477.51円

従量制供給 ― 低圧電力の該当料金の10％割増し

※ 現行単価は、認可申請時点の単価です。

※ 定額制供給の料金の現行単価には、2022年７月～2022年９月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。
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（参考）料金メニューの概要⑦

【農事用電力Ｃ（育苗・栽培需要）】

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

定額制
供給

最初の30日まで 1kW 7,460.91円 10,527.00円 10,743.76円

30日超過１日につき 1kW 248.69円 349.80円 357.03円

従量制供給 ― 低圧電力の該当料金の10％割増し

※ 現行単価は、認可申請時点の単価です。

※ 定額制供給の料金の現行単価には、2022年７月～2022年９月の貿易統計価格に基づく燃料費調整単価を含みます。

※ 農事用電灯は、附則に記載しています。

【農事用電灯】

区分および単位 現行単価 申請単価
RC補正後料金

（試算）

定額制供給 ― 定額電灯の該当料金の10％割増し

従量制供給 ― 従量電灯の該当料金（使用する場合の料金）の10％割増し
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◼ 当社は、小売全面自由化以降、お客さまに低圧自由料金を選んでいただけるよう、魅力のある料金設
定・サービスの提供に努めており、小売全面自由化以降に設定したメニューには、約150万口のご加入を
いただいています。

◼ このたび規制料金の認可申請にあわせて、低圧自由料金は、 2023年4月から上記の方針に沿って見
直しをしています。

◼ 今後も自由料金を魅力のあるメニューとするべく、新たなサービスを提供していくとともに、お客さまとの接点
を捉えて、メニューのＰＲや料金提案等についても実施していきます。

11．低圧自由料金について

料金
メニュー

きほん
サービス

おとく
サービス

くらし
サービス

選択約款メニュー

メールでお知らせ
ＬＩＮＥでお知らせ

エネルギアポイントサービス ＬＩＮＥポイント

卒ＦＩＴ向けサービス

見える化

見守りサービス定額制住宅設備修理サービス

ＬＩＮＥ

料金シミュレーション

健康応援サービス健康サービス

×

中国電力×
Shufoo!アプリ


